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logε ι

logε α

(底が ο)

底の変換公式とは,与えられた底を自分の好きな

底に変えるための公式で,一般に次のような式で表

現されます

に変わっているわけです

1な ら何でもOKです

この公式の証明から始め

logε α× logα う=logcう

を証明する logθ  α =p,10gα ι=
くと,
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巨亜□ 分母をはらった式
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logε α×logα う=logε う

が成立する (証明終)

″注 底の変換公式で ο=う として得られる式,

logα う=log♭
α
=

も言己憶 しておいたほうが良いでしょう この式は底

と真数を入れ換えると逆数になることを意味してい

ます このことを知っていれば,

10g644=1。 g464=論 =:
などと計算できます 底より真数の方が大きいと

何 となく考えやすいので有効ですね
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最初に言ったように,底の変換公式とは,与えら

れた底を自分の好きな底に変換するための公式で

す.て いうか,それ以上でもそれ以下でもあ りま

考え方 log4 8の 中の''4"も ''8"も ,ど っちも"2

の親戚"な ので底を 2に変換 してみましょう

①

別に 2に 変換 しなくても構いません 例えば底を

10に変換 しても同じ結果が得られます
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例 題  logα ク・logゎ ο・logc αを計算せよ

考え方 底が全然バラバラなので,と りあえず底

を10でそろえてみました もちろんαやうなどの

文字でそろえても構いません

O bgα
ぅ。bg♭ θ・bgε α  /筋 口tよ

=都。椰 ・卸 判
″注 底の変換公式の分母をはらった式

logε α×logα b=logθ ♭

`シ
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を良く見ると,文字の順番に特徴があることに気づ

きます ベクトルの加法の式 CA tt AB=CBに

似
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logα  b・ logみ 0・ logε α

も,AB+BC+CA=AAと イメージでき,

logα  ι・logゎ ι・logε α==logα α=1

とすぐにわかります これはなかなか使えそうなワ

ザですね
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例 題 log4 8を 計算せよ



1 例 題 10g26-log4 9を計算せよ     :

考え方 公式 Юgα
 ν ―bgα Ⅳ =ねgα

l合
は

底がそろってないと使えません そこでまずは底を

そろえることを考えます "4"は"2の親戚"な ので

底を 2に変換してみましょう
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=10g26-21og2 3

=10g26-log2 3

=10g22=1

log10 6   1og10 9

log10 2   1og10 4

log10 6   2 1og10 3

log10 2   2 1og10 2

log10 6   1og10 3

log10 2   1og10 2

log10 6-log10 3

log10 2
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別に 2に変換 しなくても構いません 例えば底を

10に 変換 しても同じ結果が得 られますが,やや計

算が煩雑になります やはり2に そろえた方が良さ

そうです
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このように全ての底を 10で そろえてもできますが ,

前半の (  )内を底 2でそろえ,後半の (  )内

=器封

例 題  (log2 9+10g83)(log3 2+log9 4)を

計算せよ

0 とりあえず底を10に 変換してみましょう

(10g29+log8 3)(log3 2+log9 4)
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を底 3で そろえてもできます 個人的にはこの方法

が好きです .
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=(2 1og2 3+:log2 3)(log3 2+log3 2)

=:10g23× 21og3 2
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″注 log2 3=選
場

なので,log2 3・ log3 2=1

であることを利用 しています もちろんベク トルの

加法的なイメージから log2 3・ log3 2=log2 2=l

と考えても構いません

例 題  log2 3=α ,log3 5=ら の とき ,

1。g2080を α,夕 を用いて表せ .

考え方 とりあえず,底を2に変換すると,
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10g222+log2 5 こtt争,717ざ 嗜

となり,log2 5を αとうで表す必要がありますが,

先ほどのベクトルの加法的なイメージがあれば,

10g23× log3 5==log2 5  ″  ミ
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つまり,log2 5=αうとなることはす ぐにわかる

ので ,

10g2080=鍔

となります

変換公式を自由自在に操れるようになると,対

数計算の幅が広がります しっかりと使いこな

せるように練習しよう
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